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写真1地区の旗がたなびく通り
写真2地区の旗が飾られているアスティの大聖堂
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写真3　各地区の記念グッズを売る屋台の店（各地区が出店している）
写真4　サン・セコンド教会内に置かれた
　　　　2006年のパリオ旗
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アスティのパリオ
　　　　　　　　写真5　1677年の道路を走るパリオ
（市庁舎内の壁画，オッタヴィオ・バウッサーノにより20世紀に描かれた）
　　　　　　　写真6　聖トリニタ信心会教会にあるEx　Voto
（宿願がかなったお礼の奉納物一この場合，パリオに勝ったお礼の奉納物，
　　　　　17世紀のもの。写真5の壁画はこのEx　Votoをもとにして描かれた）。
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写真7　ルネサンス様式の衣装をまとい
　　　町の中心部を練り歩く時代行列
写真8　アルフィエーリ広場に入ってき
　　　た時代行列
写真9　スタート（二本の太い縄の問に
　　　馬が並び，スターターの合図で，
　　　進行方向の縄が地面に落とされる）
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写真10　アルフィエーリ広場の馬が走る
　　　部分には土が運びこまれ，トラク
　　　ターで地ならしがされる
写真ll　決勝前に，旗投げ，旗を回す妙
　　　技の披露
写真12　複数の旗を同時に，ジャグリン
　　　グしている
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写真13　左側の茶色の台にスターターが
　　　立つ
写真14　肩車される優勝地区の騎手
写真15　祭りの様子は，RAIが生中継
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アスティのパリオ
　パリオと言えば，シエナのパリオがイタリアのみならず世界的に有名であるが，実は，現在も過
去も，パリオと名のつく祭りは各地で行われているし，行われていたのである。中世には，ダンテ
が『神曲』の中で言及しているように，人が走って競争しているパリオもあった（『神曲』の『地
獄篇』第15歌121－124行）。
　シエナ以外で最も名高く，また古い起源を持ったものに北イタリアのアスティのパリオがある。
アスティのパリオは，シエナのそれとどこが共通し，どこが異なっているのかを臆分けし，可能な
場合には，その相違のよって来るところを明らかにして，アスティのパリオの特徴をあぶり出して
みたい。
1．アスティのパリオの起源
　アスティ出身で，最も有名な人物は言うまでもなく啓蒙期の詩人・劇作家，ヴィットリオ・アル
フィエーリであり，彼の屋敷その他は市中に今も残っているのだが，彼の祖先にオジェリオ・アル
フィエーリという人物がいた。この人，年代記的記録を付けており，その1280年の記録にアスティ
の町は，「豊かさに満ち，堅固で最近建てられた城壁に囲まれている，町の中は近年建造された多
くの建物，塔，宮殿，家でほとんど埋まっている」とある。
　また，町には，「二頭の馬を持った600人の騎士がおり…」，周辺の農村部（contado）には，
「一頭の雄馬もしくは一頭の雌馬を持った1，600人の騎士」がいたとある。
　馬を所有している騎士たちが大勢いることと，パリオは，無関係ではない。
　シエナでも，そうなのだが，中世では競走馬というものが贅沢品であり，荷馬車に使用されてい
た馬は，足が太く丈夫だが，速く走るというタイプの馬ではない。というわけで，パリオという競
馬に出場するのは，騎士以上の階級の人間（つまり，競走馬を所有している人間）が少なくなかっ
た。シエナですら，現在のようにコントラーダ（シエナの17の地区）のみが参加するのではなく，
ある時期までは，他都市（フェッラーラやマントヴァ）の貴族たちとコントラーダの馬が一緒に走っ
て競争していたのである（マントヴァの貴族の各地のパリオへの参加は，Galeazzo　Nosari，
Franco　Canova著　II　Palio　nel　Rinascimento　E．　Lui　editore，2003に詳しい）。
　話をアスティに戻そう。別の年代記作者グリエルモ・ヴェントゥーラ（Guglielmo　Ventura）
によると，1275年には，‘sicut　fieri　solet　Ast，　in　festo　Beati　Secundi’という記述がある。即ち，
「アスティではいつものことだが，福者セコンドの祝日に」パリオを走ったという記録があるのだ。
しかも，ライバル都市アルバの城壁の下を走って，城壁の周囲の葡萄畑を荒らしたという。福者セ
コンドは，現在は聖人となって聖者セコンド（サン・セコンド）と呼ばれ，同名の教会もアスティ
の中心部にある。
　というわけで，1275年には，既に確立した習慣としてパリオがアスティでは走られていたとい
うことになる。
　シエナのパリオも，1238年以降の記録として，騎手が罰せられたという記録や，パリオの前に
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聖母に大蝋燭を献上するのだが，その費用をコムーネ（市当局）が出費したという記録があるのみ
で，シエナにせよ，アスティにせよ，何年から，どういった目的で始められたかは，不明である。
表面的には，町にゆかりの深い聖人や聖母に捧げる祝祭であるが，それが競馬である必然性はない
と思う。
　一般的に馬の競走，それを直線的なコース，道路で実施するというのは，アラブ・イスラム圏で
8～9世紀に始まり，そこからスペイン，シチリア，サルデーニャを通じて伝わったり，十字軍に
よって，イスラム圏と接触を持ち伝わったと考えられている（G．　Nosari，　F．　Canova，　Il　Palio　nel
Rinascimeento，前掲書，　p．8）。
H．アスティという町の歴史
　さて，アスティというのは，そもそもどんな町なのだろうか？
　アスティは，イタリアの西北部，ピエモンテ州にあり，トリノの東南に位置する人口7万3千人
（2004年）ほどのイタリアとしては中くらいの規模の都市である。
　スプマンテという発泡性のワインとパリオで名高い町といってよいだろう。
　アスティはどんな歴史を持った都市であろうか？
　イタリアの百科事典Grande・1）izionario　Enciclopedico（UTET）やホームページwww．astiantica．
comなどを参照して記す。
　アスティには新石器時代から人が住んでいたが，紀元前89年にローマの植民都市になり，紀元
前49年には，municipium（ムニキピウム，ローマの自治都市）と認められ，住民はローマの市
民権を獲得した。
　ローマの初代皇帝アウグストゥスは，イタリア半島を，つまりはローマ帝国の本国を11の「州」
（レギオ）に分割したが，アスティはその中の第九州，リグーリアの中に位置していた。当時の名
は，Hastaであった。
　西ゴート族の侵略により破壊され，596年にはロンゴバルト族に征服され，公爵領となる。その
後，フランク族の伯爵領となる。
　10世紀以降，伯爵の権威が弱まるにつれ，司教の力が強まる。司教のまわりに次第に市民が集
まって自立性を獲得し，11世紀末にはコムーネ（中世の自治都市）を結成する。司教を中心に市
民が集まってコムーネを結成する過程は，シエナと共通する。そしてさらには，司教の力からも解
放されて，市民中心の自立性・独立性を高めていく。
　フェデリーコ（フリードリヒ）・バルバロッサ（北イタリアを支配しようとして，ロンバルディ
ア同盟で諸都市に抵抗された王・神聖ローマ皇帝）との戦いに参加し，1155年に町を破壊された
が，その4年後，公式に自治を獲得する。
　この時期がアスティの最盛期で，銀行業や織物業も盛んで，後には，フランスやオランダとも交
易している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　アスティのパリオ
　しかしその後，内部の党派争いや，サルッツォ侯爵，モンフェッラート侯爵との敵対でアスティ
は弱体化していく。14世紀には，サヴォイア家が領主となり，ついでアンジュー家，ヴィスコン
ティ家へと移る。
　1378年，ジャン・ガレアッツォ・ヴィスコンティ（ミラノの循主）の娘ヴァレンティーナ・ヴィ
スコンティがフランス王の弟ルイ・ドルレァンに嫁ぐさいに持参金としてアスティと周辺のコンター
ド（都市周辺の領地，主として農村地域）が提供された。この時から，長年に渡り，アスティには，
フランス軍の基地があった。それは，1529年のカンブレの和約で，アスティが再びサボイア家の
ものとなるまでのことであった。15世紀，16世紀には，支配者が変わっても，パリオの開催を支
配者が認めたこと，年2回パリオが走られていたことが記録に残っている。
　しかしサボイア家に帰属したことで，アスティの地元の社会的なネットワークは貧しくなっていっ
た。17，18世紀に貴族の大部分がトリノの宮廷に移ってしまったからだ。
　1797年に革命の試みが失敗に帰した後，ピエモンテは短期間ではあるが，ナポレオンのフラン
スに併合される。1821年の立憲運動には積極的に参加した。
皿．パリオの変遷
（1）パリオの起源から1861年
　前述のように，アスティのパリオがいつ開始されたのかは，正確な日付けは不明であるが，遅く
とも，1275年には実施されていたことは確実なのである。
　そこから話は飛ぷが，アスティのパリオはその起源から1860年に至るまで‘in　lungo’または
‘alla　lunga’，即ち，道路をコースにして走っていた。つまり，城壁の外がスタート地点で，城壁
のうちにゴールがあったのである。それは，市庁舎の壁画に描かれた1677年のパリオの絵を見る
とよく判る（写真5，写真6）。距離は2500メートルほどであった。この点は，シエナのパリオも
同様で，昔は通りを走り抜ける形であったのが，ある時点で，カンポ広場を三周する形のパリオと
並立し，さらにカンポ広場のパリオが人気が高まって，道路を走るパリオがなくなったのである。
　アスティの場合，スタート地点は，町の東の端で，そこからサン・ピエトロ門をくぐり抜け，パ
ラッツォ・ガブーティ・ディベスターニョがゴールであった。コースには二つの大きな難所があっ
て，一つは，出発点とサン・ピエトロ門の間に橋を渡らねばならないこと，もう一つは，城壁内の
通りには，道の脇に溝があったことだ。
　さて，1860年にイタリアは統一される。アスティでは，1861年に新たな市場の広場が出来たの
を記念して，はじめて周回方式のパリオが催された。しかし，その年以降，パリオは中断されてし
まうのである。
（2）1929～1935年
いったん止めてしまったパリオが復活されるのは，68年後であった。
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　1929年，国会議員で，アスティのポデスタ（ファシズム期の市長一政府の任命制であった）
に選ばれたばかりのヴィンチェンツォ・ブロンゾが，パリオを復活させた。昔の形，情熱を取り戻
すべく，‘alla　lunga’，即ち，道路を駆けぬけるレースが行われた。
　しかし昔のコースは，レースは不可能となっていたので，ダンテ通りにコースを変更して実施さ
れた。ほとんどが登りのコースで約1，300メートル。アルフィエーリ通りから，ヴィットリオ・ヴェ
ネト広場に至るコースであった。
　しかしパリオへの熱狂は持続せず，復活したパリオは7年間しか続かなかった。1929年に始ま
り，1935年までで終わった。
　シエナの場合には，1915年から1918年の間，第一次世界大戦のためパリオを4年間休止してい
るが，1919年には早速，再開している。それどころか，1919年は，例年の7月2日，8月16日に
加えて，特別パリオを8月17日に実施しているのである。
　同様に，シエナでは，第二次大戦のため，1941年から1944年の4年間パリオを休止している。
1945年には，7月2日と8月16日の他に，8月19日に特別パリオを実施している。それでも，大
戦間に開けなかったパリオに対する乾きが癒されなかったのか，1947年5月18日には再び特別パ
リオをシエナ生まれの聖女サンタ・カテリーナ生誕600年にこと寄せて実施している。
（3）1967年～現在
　第二次大戦後のアスティのパリオは，1967年9月24日の日曜日に再開された。ジョヴァンニ・
ジラウディ市長（当時）が，眠れる伝統を呼び覚ましたのである。ただし，道路を走るものではな
く，広場を周回するタイプのものである。それ以来，アスティのパリオは9月の第三日曜日に開か
れている。
　1967年から1987年まで，パリオはピアッツァ・カンポ・デル・パリオというまさにパリオ広場
と命名された広場で繰り広げられた。ここは，元はピアッツァ・デル・メルカートと言い，即ち，
市場（メルカート）に接した広場であった。
　1988年からは，パリオはその隣のアルフィエーリ広場へと舞台を移す。
　パリオでは，鞍を使わず，拍車も使わず，騎手は裸馬に乗る。
　アスティのパリオでは，参加者はアスティの各地区とアスティ周辺のコムーネ（市町村）である。
市内の各地区は，地区によってリオーネあるいはボルゴと呼ばれる。一方，シエナではすべての地
区がコントラーダと呼ばれる。
　参加チーム数は，アスティの場合21。シエナの場合はやや複雑で，町には17のコントラーダが
あるのだが，おのおののパリオに出走できるのは10のコントラーダである。シエナの場合，たと
えば，7月のパリオに出走しなかった7つの地区は自動的に翌年の7月のパリオへの出走権を獲得
し，残りの3つの枠は，前年出走した10地区のなかから抽選で選ぶ。10地区に制限しているのは，
カンポ広場は狭く，17頭の馬を一度に走らせるとあまりにも危険であるからだ。
　アスティの場合，なぜ21のチームが出走できるのか？
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アスティのパリオ
　アスティでは，予選を3回に分けて走るのである。予選の各回は，7頭の馬が走り，上位3頭が
決勝へ進む。それを3回繰り返すので，決勝は9頭で争われる。つまり，アスティの場合，パリオ
の当日に，レースは予選，決勝を合わせて4レースが競われる。
　予選と決勝の間に，旗手の妙技の披露がある。シエナでは旗の妙技はコントラーダ毎に微妙な差
異はあるものの基本は，1チームに2人の旗手がいて，その2人が旗を空中へ高く投げ上げて，旗
が空中で交差し交換する，あるいは，1人の旗手がかがんだ他方の旗手を飛び越えるといった技が
披露される。
　アスティでは，そもそも旗手が大勢いて，その中で，旗の妙技を披露する者は，3本，4本とジャ
グラーのように，いっぺんに多くの旗を同時に扱うという技を繰り広げる。
　ちなみに，鼓手もいるのだが，シエナの場合は，1つのコントラーダに鼓手は1人。数ヶ月前か
ら，毎日練習を積み重ねており，磨きがかかっている。
　アスティの場合は，チーム毎に大勢の鼓手がいる。鼓手は小中学生のようである。一糸乱れずと
いうわけではなくある程度ばらばらだが，人数が多いので，音量は大きい。シエナの場合は，青年
．がみっちりと先輩から指導をうけて鍛えられるのである。小学校の時から，見よう見まねで練習も
しているのだが，その段階では晴れ舞台は遠い。
　決勝は，9頭の馬で争われる。広場を3周して，あっという間に決着がつく。勝ったチームは，
勝利の栄冠としてパリオの旗を獲得する。
　2006年のパリオは，ボルゴ・サンタ・マリア・ヌオーヴァという地区が優勝した。騎手は，マ
ウリツィオ・ファルネター二（通称ブチェーファロ）。騎手は，たいていニックネームを持ってい
て，そちらで呼ばれることが多い。ブチェーファロは，40代後半で騎手として若くはないのだが，
見事パリオを制した。地元の新聞によると馬（Un　Altro）も決して本命ではなかったようだ。
　パリオの翌日，別の騎手マッシモ・コーゲ（通称マッシミーノ）が私と同じホテルに泊まってい
たことが判り，短い会話をかわした。今回のパリオは，前日に雨が降り，当日も小雨が降ったため，
たいへん重馬場で，浜辺を走っているように，全然踏ん張りがきかなかったとのこと。
　これが番狂わせにつながったと見ることもできるし，それを逆手にとってうまく走ったのがヴェ
テランの味とも言えるかもしれない。
IV．アスティのパリオとシエナのパリオの比較
　ここまでの記述でも，折りにふれて，アスティのパリオとシエナのパリオを比較してきたが，簡
単にまとめておく。
　1．アスティのパリオは二度の大きな中断がある。1861年から1929年までと，1935年から1967
　　年の間はパリオが実施されなかった。
　　　シエナの場合，世界大戦で数年間中断を余儀なくされたことはあるが，終戦と同時にすぐに
　　再開されているので，伝統が途絶えたことはない。
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2．現在のアスティのパリオは，再構成され，作り上げられたパリオである。中断されたままだっ
　たものを，市長のイニシアティヴで再開したのである。シエナのパリオは，中世と現在で形式
　は変化しているが，歴史の中で徐々に変わっていって現在の形に至ったものである。
3．　時代行列（corteo　storico）がどちらも町の中心部を練り歩き，最後にレースを走る広場へ
　到着するが，最大の相違点は，シエナが男ばかりであるのに対し，アスティは男女が入り交じっ
　ているという点だ。
　　これには少し説明が必要だろう。シエナの時代行列には，最近は女性が参加していることも
　あるが，騎士や兵隊の姿をしているのである。中世のシエナ共和国の役職者や軍人がいならび，
　全盛時の威容を示すものなのであり，役柄としては，すべて男なのである。それに対し，アス
　ティでは，女性がルネサンスの女性の衣装を身につけて女性として登場しているのである。し
　かもその数は，相当に多い。地元の人の話では，何人と限定せずに，参加したい人が参加出来
　るシステムになっているとのこと。
　　シエナでは，現在の時代行列は，公式ルールブックに，どんな役柄が何人いて，それがどん
　な順番に歩いていくのか，ということまで定められている（現在のシエナのパリオのルールは，
　たとえばMauro　Civai，　Enrico　Toti，　Palio－la　co7sα4θJZ伽襯α，　Edizioni　Alsaba　2000，　pp．
　319－330でその全文を読むことができる。時代行列に関わる部分は第72項から第82項である。
　ちなみに，1906年の公式ルールには，時代行列の細かな規定は見当たらない。さらに，時代
　行列の構成そのものが，この100年間だけでも，何回か変化しているのであり，ずっと不変だっ
　たわけではない）。
　　アスティでは各地区の参加人数が多い。アスティの場合の各地区というか各チームには3つ
　の種類がある。アスティ市内に地区が14あり，そのうち8地区はボルゴ，6地区はリオーネ
　と呼ばれる。その他にアスティ近隣のコムーネ（市町村）が7つあり，それぞれのコムーネが
　コムーネ毎に1つのチームを形成している。8ボルゴ，6リオーネ，7コムーネで合計21チー
　ムである。そのチームごとの時代行列への参加人数がシエナのコントラーダ（地区）に較べ多
　いのである。
　　シエナの場合は，人数を絞っているかわり，旗手や鼓手の技量が高く，衣装の洗練度，仕上
　がりが丁寧である。
　　この違いはどこから来るのか？　私なりの推測であるが，シエナの場合，パリオの伝統が途
　切れたことはなく，またコントラーダ（地区）というもののまとまりがイタリアの中でも他の
　町では見られぬほど強い。そこで，時代行列に参加するための参入障壁を高く設定しても，是
　非それに参加したい，と考え若者が精進することを期待できる。
　　一方，アスティでは，もともとパリオの伝統があったものの，ファシズム期の7年を例外と
　して1861年から1967年の100年以上の欠落，休止があった。そのため，伝統は単に復活させ
　たというより，再構築せねばならず，そのためには，できるだけ各地区の若者が参加できて，
　参加することによって，パリオを自分たちの伝統として意識させ，地区を活性化し，連帯感を
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　高めるというプロセスが必要であったと思われる。
4．　アスティでもシエナでも，パリオの当日，レースを走る馬および騎手の祝別（benedizione）
　という儀式がある。パリオは鞍なしの裸馬で走るため，落馬が多い。騎手も馬も怪我のリスク
　を負っているのだ。無事にレースを走りきれますように，優勝できますように，神のご加護が
　ありますようにと神父が祝別の言葉を述べるのである。
　　ただし，細部は異なる。シエナでは，その日のミサはごくごく簡単で，一般のミサとは異な
　り10－20分程度で終わり，パリオの話しかしない。祝別の段になると，馬と騎手が教会の中に
　入ってくる。そこで，神父が，馬と騎手に祝福を与えるわけだが，これはキリスト教の一般的
　教義からいうと特別なことである。キリスト教では，魂を持っているのは，人間だけなので，
　動物を祝別するということは通常行われない。また，馬を教会の中に入れるということもない。
　　アスティでは，当日のミサは通常のミサが約45分にわたって進行し，その間，神父はパリ
　オの話ではなく，一般的なミサの話をしていた。ミサが終わったあと，馬と騎手がやってきた
　が，教会の中には入らず，教会の入り口の前で止まり，そこに神父が来て，馬と騎手に祝福の
　言葉を与えた。
　　明らかに，シエナの方が，馬の擬人化が進んでいる。
5．　シエナでは，馬の抽選が終わると，馬の世話・管理はすべてコントラーダが仕切るのである
　が，アスティでは，厩舎・馬主が世話をする。アスティの人とは限らず，馬の専門家があたる
　わけである。これに対し，シエナには，パリオの役職として重要なものの一つに，馬丁
　（barbarescoといい，通常のイタリア語のpalafreniereやstalliereは用いられない）がある。
　馬丁になるのは，コントラーダのメンバーである。シエナでは，抽選後の馬は，神聖な存在と
　なる。騎手は当日の朝まで交代がきくのだが，馬は交代できない。試走で怪我をすればそれま
　でである。その馬を扱う馬丁はそれゆえ重大な責務を負っているし，専門的な技術，知識を有
　した人間にしか任せられないのである。各コントラーダには，パリオの時専用の厩がある。
　　アスティは，そこまで各地区にパリオ専用の施設や役職が備わっていない。伝統の差ともい
　える部分である。
6．旗の数が異なる。アスティでは，一回のパリオで，二本のパリオ旗が作成され，一本は町の
　守護聖人をまつる聖セコンド教会に捧げられ，もう一本が勝利者（地区，コムーネ）に授与さ
　れる。シエナの場合は，一回のパリオにつき，製作されるパリオは一本。勝ったコントラーダ
　（地区）に授与され，コントラーダは自らの博物館に大切に永久保存する。
7．　シエナでどの書店にいっても数十冊のパリオ関連書籍が並んでおり，古書まで含めるとパリ
　オ関連書は何百冊の単位になる。一方，アスティで書店めぐりをしたのだが，どの書店にもパ
　リオ関連書はおいておらず，そういったものが存在するのかどうかも不明であった。インター
　ネットで調べると，それらしき本もあるらしいのだが，通常のインターネット書店などでは入
　手が不可能となっている。
8．伝統の長短と無関係ではないが，シエナでは，祭りの時期以外でもコントラーダ（地区）と
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住民の日常生活との関わりが深い。各コントラーダは，本部と呼ばれる集会所をもち，そこで
コーヒーを飲んだり，ゲームをしながら，歓談することができる。
　集会所だけでなく，博物館と礼拝所，厩を持っている。博物館には，過去に獲得したパリオ
が麗々しく飾られている。さすがに中世のものは残っていないが，1700年代後半以降のもの
はほぼそろっている。
　地区単位の行動というものを考えたとき，シエナでは，一年中何らかの活動を行っているの
に対し，アスティではパリオの時期が中心であるということだ。
　以上をまとめてみると，伝統と洗練のシエナ，勢いと量感のアスティといった対比になるであろ
うか。アスティの中高生から話を聞いてみると，明らかにパリオという祭りにさまざまな形で参加
することで，自分の地区，そしてアスティへの帰属意識やプライドは高まっている。シエナの場合
は，ゆりかごから墓場まで，本人が望めぱコントラーダとの関わりが持てるし，そう望む人が決し
て少なくないのだ。
　祭りというものが，資本主義のもとでともすれば均一化する価値観にのっぺりとおおわれがちな
現代社会に，まったく別の価値観の軸を与えていることを確認できたことは大きな収穫だった。
　単なる競馬ではなくて，自分の所属する地区が走らせる馬の勝利に，その地区の住民が一体となっ
て期待を寄せる。勝っても負けても連帯感は高まる。また，その勝利の歓びは，金銭には絶対に置
き換えられないものなのである。かつて，宗教は，金銭と別の軸の価値観を提供しており，現在で
もそうなのだが，それが浸透性，説得力を弱めているように見える先進国社会では，このような祭
りの持つ価値，意義は，きわめて大きいと言わねばなるまい。
　しかも，アスティでもシエナでも，祭りの持つ力は，年配の人間だけでなく，10代，20代の若
者にも非常に強く，ポジティヴに作用しているのである。
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